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入 学 試 験 問 題

数 　 　 学

横 浜 学 園 高 等 学 校

受験上の注意

１．監督の指示があるまでこの問題用紙を開かないこと。

２．解答はすべて解答欄に記入すること。

３．時間は 45 分です。
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₁．次の計算をしなさい。

　　⑴　25−8＋6

　　⑵　
55
39 × 13

10 ＋ 27
14 ÷ 6

35

　　⑶　√27̄ ＋√75̄ −√48̄

　　⑷　2 x²y²×3 x y³÷4 x²y⁶

　　⑸　（ 3x＋ 4 ）（ x− 5 ）

₂．次の方程式を解きなさい。

　　⑴　6 x +2＝ 4 x +8

　　⑵　  
︲2 x＋5 y＝ ︲ 9

　　　　   
2 x＋y＝ 3

　　⑶　x²+ 7 x−6＝ 0

{
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₃．次の問いに答えなさい。

　　⑴　（ x＋y）²+ 4（ x＋y）− 21 を因数分解しなさい。

　　⑵　 a  cm の針金から 5 cm の針金を b 本切り取ったとき，残りの長さは 何 cm かを求めなさい。

　　⑶　√6̄8̄n̄  が自然数となるような最小の自然数  n  の値を求めなさい。



− 3 −

₄．図のように，線分 ADは円Oの直径である。また，線分 AB，線分 BC，線分 CDは円Oの接線
であり，Eは円Oの接点である。AD＝12， CD＝８とするとき，次の問いに答えなさい。

　　⑴　線分 ECの長さを求めなさい。

　　⑵　線分 BCの長さを求めなさい。
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₅．次の問いに答えなさい。

　　⑴　データ₈，10，₉，₅，₇，₄，₉，₇，₃，10，₆，₆の平均値を求めなさい。

　　⑵　データ10，₈，₅，15，15，12，₂，16，18，₈の第₂四分位数を求めなさい。

　　⑶　次の箱ひげ図は，生徒の勉強時間のデータを表したものである。この図から読み取れる
　　　　内容として正しいものを下の選択肢から１つ選び記号で答えなさい。

 （時間）　

【選択肢】
　①　第１四分位数は₆時間である。
　②　範囲は₄時間である。
　③　最も勉強をした生徒は₆時間である。
　④　半数以上の生徒が₄時間以上勉強している。
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₆．図のように，放物線 y＝ax ²と直線 y＝bx +₂ がある。₂つのグラフの交点のうち，座標が
（₄，10）である点を A ，直線と y軸との交点を B ，直線と x軸との交点を C とするとき，次の
問いに答えなさい。

　　⑴　放物線 y＝ax ²の  a  の値を求めなさい。

　　⑵　点   A から x軸に向かって垂線を引き，
　　　　その交点を D とする。
　　　　このとき，△CDAは △COBの何倍に
　　　　なるか答えなさい。
　　　　ただし，点 O は座標の原点とする。
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₇．図のように，正方形 ABCDの点 Aと点 Cを結び∠ CABの二等分線と辺BCの交点をEとする。
点 Eから線分ACに垂線を引き，その垂線と線分ACとの交点をFとする。

　　このとき，BE＝CF＝FEとなることを証明したい。
　　次の証明の⑴と⑵の部分に当てはまる言葉を，下の選択肢から選び記号で答えなさい。

　　【証明】
　　　△ABEと△AFEにおいて
　　　∠ CABの二等分線なので
　　　　∠ BAE＝∠ FAE　…　①
　　　正方形の角なので
　　　　∠ ABE＝90°
　　　よって
　　　　∠ ABE＝∠AFE＝90°　…　②
　　　AEは共通の辺なので
　　　　　AE＝ AE　…　③
　　　①，②，③より直角三角形の
　　　　 ⑴  から
　　　　　△ABE≡△AFE

　　　合同な三角形の対応する辺なので
　　　　　BE＝ FE　…　④
　　　△ CFEで　∠ FCE＝45°　∠ CFE＝90°なので
　　　∠ FEC＝180°︲90°︲45°＝45°
　　　∠ FCE＝∠ FECなので，△CFEは
　　　　 ⑵  
　　　よって　FE＝CF　…　⑤
　　　④，⑤より　 BE＝CF＝FE　となる。

　　【選択肢】
　　　① 直角三角形
　　　② 二等辺三角形
　　　③ ₃組の辺の比がすべて等しい
　　　④ 斜辺と他の一辺が等しい
　　　⑤ ₂組の角がそれぞれ等しい
　　　⑥ 斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい
　　　⑦ ₂組の辺の比が等しく，その間の角が等しい
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